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翻
訳
哲
学
研
究
の
た
め
の
資
料　
　
　

上
原
麻
有
子
＊
日
本
文
化
学
科　

准
教
授　

近
代
日
本
哲
学
・
翻
訳
学

翻
訳
哲
学
研
究
の
た
め
の
資
料

　―
　

日
本
の
哲
学
者
に
よ
る
翻
訳
論
　―

　

上
原
麻
有
子＊

　

本
資
料
は
、「
翻
訳
哲
学
」
と
い
う
観
点
か
ら
日
本
哲
学
研
究
を
深
め
る
た
め
に

作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。「
翻
訳
哲
学
」
と
は
何
か
、
ま
た
資
料
作
成
の
意
義
は
何

か
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
翻
訳
を
巡
る
、
以
下
の
よ
う
な
前
置
き
が
多
少
必
要
か

と
思
わ
れ
る
。

　

翻
訳
は
、
常
に
身
近
に
あ
る
、
文
化
的
、
社
会
的
実
践
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
外
国

の
小
説
や
エ
ッ
セ
ー
、
映
画
も
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ
る
海
外
の
ニ
ュ
ー

ス
も
す
べ
て
、
一
般
的
な
意
味
、
あ
る
い
は
広
義
の
意
味
に
お
い
て
、
翻
訳
が
実
践

と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
産
物
と
し
て
の
テ
ク
ス
ト
な
の
で
あ
る
。
翻

訳
が
わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
見
え
な
い
所
か
ら
支
え
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
、
ま

ず
は
視
線
を
向
け
て
お
き
た
い
。

　

そ
の
意
味
で
、
西
洋
文
明
を
大
急
ぎ
で
摂
取
し
た
明
治
時
代
、
翻
訳
の
役
割
は
、

現
代
よ
り
も
一
層
具
体
性
を
も
っ
て
認
識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
日
本

が
初
め
て
西
洋
と
本
格
的
に
接
し
、
西
洋
の
言
語
を
真
剣
に
学
び
、
理
解
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
強
調
し
て
し
か
る
べ
き
こ
と
な
の
だ
。

近
代
の
日
本
語
自
体
が
、
言
文
一
致
と
翻
訳
相
俟
っ
て
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
わ

け
で
あ
る
。
坪
内
逍
遥
、
二
葉
亭
四
迷
、
森
鷗
外
、
あ
る
い
は
上
田
敏
ら
は
、
皆
、

翻
訳
し
、
翻
訳
論
を
残
し
た
。
近
代
文
学
は
、
翻
訳
に
培
わ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
）
1
（
い
。
そ
し
て
、
文
学
に
お
け
る
新
し
い
文
章
の
こ
こ
ろ
み
は
、
日
本
語
の
近

代
化
を
率
先
し
て
引
き
受
け
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
一
つ
、
近
代
日
本
に
お
け
る
翻
訳
の
貢
献
に
つ
い
て
、
明
治
憲
法
の
例
を

挙
げ
て
お
こ
う
。
草
案
作
成
の
過
程
で
、
ド
イ
ツ
人
法
学
者
ヘ
ル
マ
ン
・
ロ
エ
ス
レ

ル
に
よ
る
、
ド
イ
ツ
語
の
「
日
本
帝
国
憲
法
草
案
」
を
日
本
語
に
翻
訳
し
、
夏
島
修

正
案
が
作
成
さ
れ
る
。
こ
れ
に
井
上
毅
、
ロ
エ
ス
レ
ル
の
助
言
を
加
え
、
伊
藤
博
文

の
も
と
憲
法
起
草
者
ら
が
集
ま
り
、
再
修
正
案
を
出
し
て
推
敲
し
完
成
し
た
の
が
明

治
憲
法
な
の
で
あ
）
2
（
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
翻
訳
は
実
践
と
そ
の
成
果
の
他
、
理
論
的
、
つ
ま
り
翻
訳
批
評
的
側

面
か
ら
も
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
文
学
者
が
翻
訳
論
を
唱
え

た
例
は
多
い
。
た
だ
、
他
国
に
比
べ
、
日
本
の
翻
訳
論
は
実
践
の
多
さ
に
釣
り
合
わ

な
い
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
各
小
説
家
、
詩
人
、
思
想
家
な
ど
の
著
し
た
翻
訳

論
は
少
な
い
た
め
か
、
こ
れ
ま
で
体
系
的
に
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。
一
九
九
一
年
刊
行
の
、『
日
本
近
代
思
想
大
系　

15
』（
岩
波
書
店
）
収
録

「
翻
訳
の
思
想
」
は
、
貴
重
な
翻
訳
資
料
集
で
あ
る
。
明
治
初
期
の
政
治
、
法
律
、

歴
史
、
美
学
に
お
け
る
主
な
翻
訳
と
五
人
の
思
想
家
に
よ
る
各
翻
訳
論
に
、
注
と
解

題
を
付
し
編
集
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
に
は
、「
明
治
初
頭
か
ら
戦
時

中
ま
で
の
日
本
の
主
要
な
翻
訳
論
の
テ
ク
ス
ト
三
十
一
編
」
に
、「
翻
訳
）
3
（
学
」
的
観

点
か
ら
、
欧
米
の
翻
訳
研
究
と
も
比
較
対
照
し
た
解
題
を
加
え
た
一
冊
、『
日
本
の

翻
訳
論―
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
解
題
』（
法
政
大
学
出
版
局
）
が
出
版
さ
れ
た
。
こ

こ
に
名
を
連
ね
る
翻
訳
論
者
の
大
半
は
文
学
者
で
あ
る
が
、
福
澤
諭
吉
、
そ
し
て
ジ
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
号　

二
〇
一
二
年

ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
のO

n 
Liberty

を
翻
訳
し
た
、
高
橋
正
次
郎
が
含

ま
れ
て
い
）
4
（

る
。
し
か
し
、
厳
密
な
意
味
で
福
沢
は
哲
学
者
と
は
言
い
難
く
、
ま
た
高

橋
自
身
が
哲
学
者
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
日
本
の
哲
学
者
に
よ
る
翻
訳
論
と

い
う
も
の
が
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
し
て
編
集
さ
れ
た
形
跡
は
、
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

　

そ
も
そ
も
、
哲
学
の
翻
訳
は
明
治
初
期
か
ら
実
践
さ
れ
て
き
た
が
、
哲
学
者
の
翻

訳
論
が
話
題
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
あ
る
の
か
。
あ
る
い
は
翻
訳
に
つ
い
て
考
察
す
る

こ
と
自
体
、
哲
学
者
の
関
心
を
引
か
な
い
た
め
、
彼
ら
は
さ
ほ
ど
論
じ
て
こ
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
荻
生
徂
徠
が
『
訳
文
筌
蹄
』
の
中
で
示
し
た
「
訳
学
」
は
、
日
本

の
翻
訳
論
の
草
分
け
と
見
な
せ
る
が
、
珍
し
い
例
で
あ
ろ
う
。
翻
訳
は
哲
学
的
範
疇

の
問
題
に
は
入
り
得
な
い
と
い
う
の
が
、
日
本
の
哲
学
者
一
般
の
理
解
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
私
に
と
っ
て
「
翻
訳
哲
学
」
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
疑
問
が
一
つ
の
出
発

点
と
な
り
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
と
は
対
照
的
に
、
欧
米
で
は
聖
書
解
釈
の
伝

統
的
流
れ
を
汲
ん
で
か
、
哲
学
者
が
翻
訳
に
つ
い
て
深
く
考
察
し
、
ま
と
ま
っ
た
分

量
の
論
述
を
行
っ
て
い
る
例
が
、
歴
史
的
に
多
数
見
受
け
ら
れ
る
の
だ
。

　

戦
後
で
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
翻
訳
（Ü

bersetzeng

）
を
哲
学
的
問
題
と
し
て
解

釈
学
的
に
説
明
し
、「
伝
統
」（U

eberlieferung

）
と
捉
え
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
哲

学
を
自
ら
の
時
代
に
お
い
て
再
解
釈
し
た
よ
う
に
、
異
な
る
時
代
に
作
品
を
移
す
こ

と
が
翻
訳
で
あ
り
、
そ
れ
が
伝
統
と
な
る
、「
翻
訳
は
〈
歴
史
〉
の
最
奥
部
の
運
動

に
加
わ
る
の
）
5
（
だ
」
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
言
う
。
ま
た
、
デ
リ
ダ
の
《D

es 
tours 

de 
Babel

バ
ベ
ル
の
塔
》（
一
九
八
五
年
）
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
難
解
な
翻
訳
）
6
（

論
の
解

釈
、
解
説
を
通
し
て
、
脱
構
築
に
よ
り
、
原
作
と
複
製
の
関
係
性
を
、
従
来
の
翻
訳

的
二
元
論
の
枠
組
み
を
超
え
た
も
の
と
し
て
提
示
す
る
。
翻
訳
は
言
語
間
の
補
完
的

役
割
を
担
い
、
言
語
と
言
語
の
類
縁
関
係
を
作
り
出
す
。
孤
独
な
状
態
に
あ
る
言
語

は
衰
え
て
ゆ
く
が
、
言
語
同
士
が
交
差
す
れ
ば
、
相
互
に
成
長
し
豊
か
に
な
）
7
（

る
。
翻

訳
を
巡
る
諸
問
題
は
、
リ
ク
ー
ル
に
と
っ
て
は
言
語
学
的
、
言
語
哲
学
的
観
点
か
ら
、

自
ら
の
思
索
の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
に
は
、
九
〇
年
代
に
執

筆
し
た
三
論
考
を
収
録
し
たSur la traduction

（
翻
訳
に
つ
い
て
）
が
出
版
さ
れ

て
い
る
。
諸
問
題
の
一
例
と
し
て
、
翻
訳
不
可
能
性
と
原
作
へ
の
忠
実
さ
に
つ
い
て

の
考
察
が
あ
る
。
リ
ク
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
忠
実
さ
と
は
、
秘
密
を
明
か
し
そ
う
と
す

る
傾
向
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
れ
に
逆
ら
っ
て
秘
密
を
守
る
言
葉
の
能
力
に
忠
実
で
あ

る
こ
と
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
他
へ
の
忠
実
さ
で
は
な
く
自
ら
へ
の
忠
実
さ
の
こ
と

な
の
だ
。
そ
の
こ
と
は
、
自
言
語
内
に
あ
っ
て
も
言
葉
で
表
現
し
尽
く
せ
な
い
、
あ

る
い
は
説
明
し
尽
く
せ
な
い
ゆ
え
に
問
題
と
な
る
。
翻
訳
の
問
題
は
、
そ
も
そ
も
同

一
言
語
に
お
い
て
起
っ
て
い
る
の
で
あ
）
8
（
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
資
料
の
標
題
に
掲
げ
た
「
翻
訳
哲
学
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
翻
訳
学

に
お
け
る
概
念
で
あ
る
が
、
翻
訳
と
哲
学
の
近
さ
を
説
い
て
い
る
。
翻
訳
実
践
と
は
、

正
に
哲
学
的
行
為
に
値
す
る
の
で
あ
る
。
私
が
、
哲
学
者
が
翻
訳
に
関
心
を
抱
く
か

否
か
に
注
目
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
こ
に
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
哲
学
者
の
言
葉

に
対
す
る
哲
学
的
態
度
を
知
ろ
う
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
近
代
日
本
の
、
つ
ま
り
、
ほ
ぼ
明
治
か
ら
第
二
次
世

界
大
戦
終
了
ま
で
の
哲
学
者
に
よ
る
翻
訳
論
を
取
り
敢
え
ず
収
集
し
て
み
る
と
い
う

目
的
で
、
こ
の
資
料
を
作
成
し
た
。
そ
し
て
、
予
想
に
反
し
、
本
資
料
の
た
め
に
選

ん
だ
京
都
学
派
の
哲
学
者
ら
が
翻
訳
の
根
本
的
問
題
に
思
い
の
ほ
か
関
心
を
寄
せ
て

い
る
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
。
分
量
も
論
の
深
ま
り
に
も
限
界
は
あ
る
が
、
垣
間
見

た
彼
ら
の
翻
訳
論
を
手
が
か
り
に
、
ま
ず
は
彼
ら
の
哲
学
自
体
を
そ
し
て
京
都
学
派

の
哲
学
を
、
翻
訳
哲
学
の
側
か
ら
照
射
し
、
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
探
究
す

る
道
を
切
り
開
く
こ
と
が
期
待
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

紙
幅
の
関
係
上
、
翻
訳
に
つ
い
て
語
っ
た
哲
学
者
を
網
羅
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

入
手
で
き
た
文
献
か
ら
検
索
し
、
次
の
七
人
に
限
定
し
た
上
で
、
関
連
部
分
を
抜
粋

し
た
（
①
）。
ま
た
哲
学
者
自
身
に
よ
る
翻
訳
書
の
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
も
記
載
し
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翻
訳
哲
学
研
究
の
た
め
の
資
料　
　
　

上
原
麻
有
子

た
（
②
）。
今
後
も
、
資
料
を
補
足
す
る
た
め
の
作
業
は
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

＊
引
用
に
は
、
出
典
が
旧
漢
字
、
旧
仮
名
づ
か
い
の
場
合
は
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い

る
が
、
一
部
の
旧
漢
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
て
あ
る
。

西
周
（
一
八
二
九―
一
八
九
七
）

①『
萬
國
公
法
』（
一
八
六
八
年
）﹇Sim

on 
V
issering

に
よ
る
国
際
法
の
講
義
記
録, 

V
olkenregt

﹈

『
心
理
學
』（
一
八
七
五―

七
六
年
、
一
八
七
八―

七
九
年
）﹇Joseph 

H
aven, 

M
ental Philosophy: including the intellect, sensibilities, and w

ill, 1857

﹈

『
権
利
争
闘
論
』（
蔵
本
が
な
い
た
め
、
刊
行
さ
れ
た
か
否
か
は
不
明
）﹇R

udolf 
von Ihering, D

er K
am
pf um

s R
echt, 1872

﹈

『
利
學
』（
一
八
七
七
年
）﹇（
漢
訳
）John Stuart M
ill, U

tilitarianism
, 1863

﹈

②西
の
翻
訳
へ
の
言
及
箇
所
は
哲
学
的
著
作
の
全
般
に
亘
り
多
数
で
あ
る
た
め
、
こ
こ

で
の
引
用
は
、
次
の
四
つ
に
止
め
る
。

・「
心
理
學
飜
譯
凡
例
」（
ヘ
ブ
ン
『
心
理
學
』
の
翻
訳
）﹇『
西
周
全
集　

第
一
巻
』

宗
高
書
房
、
一
九
八
一
年
、
八―

九
頁
﹈

　

本
邦
從
來
歐
州
性
理
ノ
書
ヲ
譯
ス
ル
者
甚
タ
稀
ナ
リ
是
ヲ
以
テ
譯
字
ニ
至
リ
テ
ハ

固
ヨ
リ
適
從
ス
ル
所
ヲ
知
ラ
ス
、
且
漢
土
儒
家
ノ
説
ク
所
ニ
比
ス
ル
二
心
性
ノ
區
分

一
層
微
細
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
其
指
名
ス
ル
所
モ
自
ラ
他
義
ア
ル
ヲ
以
テ
別
ニ
字
ヲ

選
ヒ
語
ヲ
造
ル
ハ
亦
已
ム
ヲ
得
サ
ル
ニ
出
ツ
、
故
ニ
知
覺
、
記
性
、
意
識
、
想
像
等

ノ
若
キ
ハ
從
來
有
ル
所
ニ
從
フ
ト
雖
モ
、
理
性
、
感
性
、
覺
性
、
悟
性
等
ノ
若
キ
、

又
致
知
家
ノ
術
語
觀
念
、
實
在
、
主
觀
、
客
觀
、
歸
納
、
演
繹
、
總
合
、
分
解
等
ノ

若
キ
ニ
至
リ
テ
ハ
、
大
率
新
造
ニ
係
ハ
ル
ヲ
以
テ
讀
者
或
ハ
其
意
義
ヲ
得
ル
ヲ
難
ン

ス
ル
者
ア
ラ
ン
、
…
…
篇
章
ノ
首
項
ニ
係
ハ
ル
字
眼
等
ノ
若
キ
ハ
、
通
篇
唯
一
定
ノ

字
ヲ
用
ヰ
、
上
下
文
義
ノ
爲
ニ
已
ム
ヲ
得
サ
ル
勢
ア
ル
ニ
非
レ
ハ
敢
テ
漫
リ
ニ
他
語

ニ
換
へ
意
ヲ
取
リ
テ
飜
セ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
讀
者
其
上
下
文
義
ヲ
推
シ
、
通
篇
前
後
ヲ

照
シ
テ
之
ヲ
熟
考
セ
ハ
其
旨
趣
ニ
通
ス
ル
亦
難
キ
ニ
非
ル
へ
シ
、
是
譯
者
ノ
庶
幾
ス

ル
所
ナ
リ

・「
凡
例
」（
フ
ィ
セ
リ
ン
グ
『
萬
国
公
法
』
の
翻
訳
）﹇『
西
周
全
集　

第
二
巻
』
宗

高
書
房
、
一
九
八
一
年
、
七
頁
﹈

　

飜
譯
ハ
イ
ト
カ
タ
キ
業
ニ
シ
ア
レ
ハ
大
ナ
ル
訛ア
ヤ
マ
リ謬
ナ
ク
ト
モ
意
致
ニ
深
淺
ノ
別ケ
ジ
メト

文
理
ニ
抑
揚
ノ
差タ
ガ

ヒ
ト
ア
ル
ハ
免
レ
難
キ
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
ヤ
…
…

・『
百
學
連
環
』（
一
八
七
〇
年
）﹇『
西
周
全
集　

第
四
巻
』
宗
高
書
房
、
一
九
八
一

年
、
一
四
五―

四
六
頁
﹈

　

Philosophy

な
る
文
字
は
希
臘
のφ

ιλο

に
し
て
、
英
のl

愛

ove

な
り
。
又sophy

はσοφ
ια

に
し
て
、
英
のw

智

isdom

な
り
。
其
意
は
賢
な
る
を
愛
し
希
ふ
の
義
な

り
。
哲ヒ
ト
ソ
ヒ
ー學を

理
學
、
或
は
窮
理
學
と
名
つ
け
稱
す
る
あ
り
。
此
學
を
ヒ
ロ
ソ
ヒ
ー
と

呼
ひ
な
せ
し
人
はPythagoras

に
し
て
、
卽
ち
賢
を
愛
し
希
ひ
己
レ
賢
と
な
り
た

き
の
意
を
以
て
名
附
け
し
所
な
り
。
其
後
ち
此
の
學
を
爲
せ
るS

偽

學

者

ophist

の
仲
ヶ
間

に
於
て
、
自
か
ら
賢
者
と
な
り
て
之
を
學
ふ
の
意
を
以
てSophist

と
稱
せ
り
。
然

る
に
希
臘
にSocrates

な
る
人
あ
り
て
、
始
め
の
ヒ
ロ
ソ
ヒ
ー
と
稱
す
る
を
以
て

好
し
と
し
之
に
一
定
せ
り
。
ヒ
ロ
ソ
ヒ
ー
の
意
た
る
は
、
周
茂
叔
の
既
に
言
ひ
し
如

く
聖
希
天
賢
希
聖
士
希
賢
と
の
意
な
る
か
故
に
、
ヒ
ロ
ソ
ヒ
ー
の
直
譯
を
希
賢
學
と

な
す
も
亦
可
な
る
へ
し
。
英
國
に
於
て
は
ヒ
ロ
ソ
ヒ
ー
と
稱
す
る
を
種
々
に
廣
く
使

ひ
な
し
て
、
格
物
學
をN

atural Philosophy

或
はPhilosophy of M

echanical

な
と
言
へ
り
。
蓋
シ
英
國
に
於
て
の
ミ
あ
る
所
な
り
。
ヒ
ト
ソ
ヒ
ー
の
定
義
はPhi-
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losophy i

他e the s

學

cience o

上f s

諸

學

ciences

と
て
、
諸
學
の
上
た
る
學
な
り
と
言
へ
り
。

凡
そ
事
物
に
於
て
統
轄
の
理
と
い
ふ
も
の
あ
り
て
、
必
す
し
も
萬
事
に
就
て
統
轄
せ

さ
る
へ
か
ら
す
。
故
に
ヒ
ロ
ソ
ヒ
ー
は
諸
學
の
統
轄
に
し
て
、
國
民
の
國
王
に
於
け

る
か
如
く
、
諸
學
皆
ヒ
ロ
ソ
ヒ
ー
に
至
り
て
一
致
の
統
轄
に
歸
せ
さ
る
へ
か
ら
す
。

・『
生
性
發
蘊
』（
一
八
七
三
年
）﹇『
西
周
全
集　

第
一
巻
』
宗
高
書
房
、
一
九
八
一

年
、
三
一
頁
﹈

　

哲
學
原
語
、
英
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
、
佛
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
、
希
臘
ノ
フ
ィ
ロ
愛
ス
ル

者
、
ソ
フ
ォ
ス
賢
ト
云
義
ヨ
リ
傳
來
シ
、
愛
賢
者
ノ
義
ニ
テ
其
學
ヲ
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ

ト
云
フ
、
周
茂
叔
ノ
所
謂
ル
士
希
賢
ノ
意
ナ
リ
、
後
世
ノ
習
用
ニ
テ
專
ラ
理
ヲ
講
ス

ル
學
ヲ
指
ス
、
理
學
理
論
ナ
ト
譯
ス
ル
ヲ
直
譯
ト
ス
レ
ト
モ
、
他
ニ
紛
ル
コ
ト
多
キ

爲
メ
ニ
今
哲
學
ト
譯
シ
東
洲
ノ
儒
學
ニ
分
ツ

中
江
兆
民
（
一
八
四
七―

一
九
〇
一
）

①『
孛
國
財
産
相
續
法
』（
一
八
七
七
年
）﹇Fortuné A

nthoine de Saint-Joseph

、

原
著
の
表
題
は
不
明
﹈

『
英
國
財
産
相
續
法
』（
一
八
七
七
年
）﹇Fortuné A

nthoine de Saint-Joseph

、 

原
著
の
表
題
は
不
明
﹈

『
佛
國
訴
訟
法
原
論
』（
一
八
七
八―

七
九
年
）﹇Edouard 

Bonnier, 
E
lém
ents 

de procédure civile, 1853

﹈

『
民
約
譯
解
』（
一
八
八
二
年
）﹇（
漢
訳
） Jean-Jacques Rousseau, D

u Contrat 
social, ou principes du droit politique, 1762

﹈

『
非
開
化
論
』（
一
八
八
三―

八
四
年
）﹇Jean-Jacques Rousseau, D

iscours sur 
les Sciences et les A

rts, 1750

、
土
居
言
太
郎
と
の
共
訳
﹈

『
維
氏
美
學
』（
一
八
八
三―

八
四
年
）﹇Eugène V

éron, L’Esthétique, 1878

、

野
村
泰
亨
と
の
共
訳
﹈

『
理
學
沿
革
史
』（
一
八
八
六
年
）﹇A

lfred Fouillée, H
istoire de la philoso-

phie, 1878

﹈

『
道
徳
大
原
論―

倫
理
學
参
考
書
』（
一
八
九
四
年
）﹇A

rthur 
Schopenhauer, 

G
rundproblem

e der E
thik, 1841

、A
uguste Laurent Burdeau

に
よ
る
仏

訳
か
ら
の
重
訳
﹈

②・『
一
年
有
半
』（
一
九
〇
一
年
）﹇『
明
治
文
學
全
集
13　

中
江
兆
民
集
』
筑
摩
書
房
、

一
九
八
四
年
、
一
七
八
頁
﹈

　

飜
譯
は
故
森
田
思
軒
最
も
佳
な
り
、
…
…
學
漢
洋
を
兼
て
、
而
し
て
殊
に
漢
學
の

根
底
有
る
者
、
之
一
人
也
、
故
に
善
く
文
字
を
驅
使
し
て
左
右
皆
宜
し
、
之
れ
に
亞

て
涙
香
の
小
説
頗
る
觀
る
可
し
、
余
涙
香
の
譯
せ
し
所
の
原
書
、
一
も
會
て
讀
み
た

る
こ
と
無
し
、
思
ふ
に
是
れ
痛
く
節
略
を
加
へ
た
る
も
の
な
る
可
し
、
而
し
て
絶
て

痕
迹
を
見
は
さ
ず
、
其
裁
緝
の
巧
は
又
恐
ら
く
は
他
人
の
及
ぶ
所
に
非
ず

井
上
哲
次
郎
（
一
八
五
五―

一
九
四
四
）

①『
世
態
開
進
論
』（
一
八
八
〇
年
）﹇Ernest Francisco Fenollosa

、
原
著
の
表
題

は
不
明
、
和
田
垣
謙
三
・
木
場
貞
永
と
の
共
訳
﹈

『
哲
學
字
彙
』（
一
八
八
一
年
）﹇W

illiam
 Flem

ing ed., T
he V

ocabulary of 
Philosophy: M

ental, M
oral, and M

etaphysical, w
ith Q

uotations and 
R
eferences For the U

se of Students

に
基
づ
き
起
稿
、 

附
淸
國
音
符
、
和
田
垣

謙
三
・
国
府
寺
新
作
・
有
賀
長
雄
と
の
共
編
﹈・『
改
訂
増
補　

哲
學
字
彙
』（
一
八

八
四
年
）﹇
附
梵
漢
對
譯
佛
法
語
藪
／
淸
國
音
符
、
有
賀
長
雄
と
の
共
編
﹈・『
英
獨
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翻
訳
哲
学
研
究
の
た
め
の
資
料　
　
　

上
原
麻
有
子

佛
和　

哲
學
字
彙
』（
一
九
一
二
年
）﹇
元
良
勇
次
郎
・
中
島
力
造
と
の
共
編
﹈

『
倍
因
氏
心
理
新
説
』（
一
八
八
二
年
）﹇A

lexander 
Bain

、
原
著
の
表
題
は
不

明
﹈

②・「
序
」『
哲
学
と
宗
教
』（
一
九
一
五
年
）﹇『
井
上
哲
次
郎
集　

第
5
巻
』
ク
レ
ス

出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
二
頁
﹈

　

飜
譯
事
業
の
如
き
は
、
社
會
を
益
す
る
所
な
き
に
あ
ら
ず
と
雖
も
、
實
は
高
等
通

辯
の
み
。
縱
い
哲
學
に
關
係
あ
り
と
す
る
も
、
哲
學
其
者
と
は
全
く
別
ご
と
の
み
。

西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
〇―

一
九
四
五
）

① 

翻
訳
書
・
出
版
は
な
し
。

②・「
問
題
は
口
語
體
の
精
錬
」（
一
九
一
六
年
）﹇『
西
田
幾
多
郎
全
集　

第
十
九
巻
』

岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
、
七
一
八―

七
一
九
頁
﹈

　

余
は
此
問
に
於
け
る
口
語
體
と
飜
譯
體
と
の
區
別
を
明
に
分
ら
ぬ
が
、
普
通

「
何
々
で
あ
る
」
と
い
ふ
様
な
文
體
を
口
語
體
と
す
れ
ば
、
現
代
の
思
想
、
感
情
を

表
は
す
に
は
、
口
語
體
の
文
章
を
精
錬
し
、
発
展
せ
し
む
る
の
外
は
な
い
と
信
ず
る
。

漢
文
體
や
國
文
體
の
文
章
に
て
現
代
の
思
想
感
情
を
自
由
に
且
つ
適
切
に
言
ひ
表
は

す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
思
ふ
。
…
…
口
語
體
で
は
威
嚴
が
な
い
と
か
、
野
卑
だ
と

か
い
ふ
人
が
あ
る
か
も
知
ら
ぬ
が
、
そ
は
口
語
體
其
物
の
罪
と
い
ふ
よ
り
も
、
寧
ろ

こ
れ
に
盛
ら
れ
た
る
思
想
感
情
の
罪
が
多
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
ロ
ー
マ
字
を
採

る
か
否
や
と
い
ふ
如
き
こ
と
に
就
て
は
、
余
は
國
文
學
の
假
名
遣
な
ど
今
日
我
等
に

随
分
六
ケ
敷
も
あ
り
、
又
我
國
に
於
け
る
漢
字
の
讀
み
方
な
ど
あ
ま
り
に
不
規
則
、

亂
雑
で
あ
る
か
ら
、
此
等
の
點
は
何
と
か
改
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
が
、
今
直
に
ロ

ー
マ
字
を
用
ゐ
て
は
、
漢
字
に
よ
つ
て
得
た
る
便
宜
を
一
時
失
ふ
こ
と
ゝ
な
り
、
思

想
の
表
現
に
非
常
な
不
便
を
感
ず
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

　

…
…
現
代
の
思
想
感
情
を
自
由
に
立
派
に
書
く
こ
と
の
で
き
る
様
な
口
語
體
の
文

章
を
發
達
せ
し
む
る
に
は
漢
文
や
國
文
を
十
分
に
咀
嚼
し
利
用
す
べ
き
は
言
ふ
ま
で

も
な
く
、
外
國
の
哲
學
や
文
學
の
こ
な
れ
た
翻
譯
と
い
ふ
こ
と
も
必
要
で
は
あ
る
ま

い
か
と
思
ふ
。
現
代
の
我
等
の
思
想
は
欧
洲
の
文
化
に
負
ふ
所
が
多
い
か
ら
、
外
國

の
哲
學
や
文
學
の
言
ひ
表
は
し
方
を
學
ぶ
こ
と
が
我
々
の
言
語
や
言
ひ
表
は
し
方
を

豊
富
に
す
る
一
つ
の
手
段
で
あ
る
と
考
へ
る
。

・「
木
村
素
衞
譯　

フ
ィ
ヒ
テ
著
『
全
知
識
學
の
基
礎
』
序
」（
一
九
三
〇
年
）﹇『
西

田
幾
多
郎
全
集　

第
十
三
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
、
二
一
五
頁
﹈

　

他
の
國
語
に
て
物
せ
ら
れ
た
思
想
家
の
書
を
讀
み
、
深
く
之
を
理
解
す
る
に
は
、

先
づ
そ
の
國
語
に
通
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
ま
し
て
我
國
の
今

日
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
哲
學
を
理
解
し
得
る
程
の
も
の
の
獨
逸
語
を
解
せ
ざ
る
も
の
も
少

か
る
べ
き
に
と
云
は
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
大
思
想
家
の
書
を
我
國
語
に
譯
す

る
こ
と
は
、
單
に
他
國
語
を
知
ら
ざ
る
も
の
を
し
て
そ
の
思
想
を
理
解
せ
し
め
る
の

み
で
な
く
、
我
國
語
を
し
て
そ
の
思
想
家
の
思
想
を
語
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

そ
の
思
想
に
言
表
的
生
命
を
與
へ
、
そ
の
思
想
を
し
て
我
國
に
於
て
郷
土
的
發
展
を

な
さ
し
め
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
言
語
と
思
想
と
は
離
す
べ
か
ら
ざ
る
内
面

的
關
係
を
有
つ
て
居
る
、
生
き
た
思
想
は
自
ら
そ
れ
自
身
の
表
現
を
生
み
出
さ
ね
ば

な
ら
ぬ
、
生
き
た
表
現
は
自
ら
そ
れ
自
身
の
思
想
を
生
み
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
フ
ィ

ヒ
テ
を
我
國
語
に
譯
す
る
こ
と
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
に
我
國
語
的
生
命
を
與
へ
る
こ
と
に

よ
つ
て
、
我
國
に
於
て
フ
ィ
ヒ
テ
的
思
想
を
生
み
出
す
に
資
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
フ
ィ
ヒ
テ
の
譯
は
フ
ィ
ヒ
テ
を
日
本
的
に
歪
め
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し

そ
れ
は
一
方
か
ら
見
れ
ば
却
つ
て
フ
ィ
ヒ
テ
を
郷
土
化
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
。

・「
桑
原
武
夫
譯
『
ア
ラ
ン　

散
文
論
』
推
薦
の
辭
」（
一
九
三
四
年
）﹇『
西
田
幾
多

郎
全
集　

第
十
九
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
、
七
三
四
頁
﹈

　

ベ
ル
グ
ソ
ン
の
直
觀
と
い
ふ
も
の
は
、
私
の
考
で
は
フ
ラ
ン
ス
哲
學
の
底
を
流
れ

る
サ
ン
テ
ィ
マ
ン
と
か
サ
ン
・
ア
ン
チ
ー
ム
と
か
い
ふ
も
の
の
極
度
の
發
現
で
あ
る
。

而
し
て
そ
れ
は
既
に
デ
カ
ル
ト
の
合
理
主
義
に
そ
の
源
が
あ
る
と
思
ふ
。
ア
ラ
ン
の

ア
ン
タ
ン
ド
マ
ン
で
も
、
そ
れ
は
英
語
の
ア
ン
ダ
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
も
な
け
れ
ば

ド
イ
ツ
語
の
ヴ
ェ
ル
ス
タ
ン
ト
や
ヴ
ェ
ル
ヌ
ン
フ
ト
で
も
な
い
。

田
辺
元
（
一
八
五
五―

一
九
六
二
）

①『
科
學
の
價
値
』（
一
九
一
六
年
）﹇Jules H

enri Poincaré, La valeur de la sci-
ence, 1905

﹈

『
物
理
學
的
世
界
像
の
統
一
』（
一
九
二
八
年
）﹇M
ax 
K
arl 
Ernst 

Ludw
ig 

Planck, D
ie E
inheit des physikalischen W

eltbildes, 1909
）﹈

②・「
譯
者
序
」（
ポ
ア
ン
カ
レ
『
科
学
の
価
値
』
の
翻
訳
）﹇
岩
波
書
店
、
一
九
二
〇

年
、
二―

三
頁
﹈

　

余
は
氏
の
秀
麗
な
る
原
文
に
對
比
し
て
余
の
譯
文
の
拙
劣
な
る
こ
と
を
殊
に
痛
切

に
慚
愧
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
否
啻
に
拙
文
意
味
の
晦
澁
を
來
た
し
た
の
み
な
ら
ず
、

獨
譯
英
譯
と
の
比
較
對
照
に
依
つ
て
誤
譯
無
き
を
力
め
た
る
に
拘
ら
ず
、
余
の
力
の

不
足
な
る
爲
め
に
意
外
の
誤
謬
遺
漏
を
犯
せ
る
こ
と
な
き
を
保
し
難
い
。

・「
第
四
章
『
若
き
パ
ル
ク
』
の
詩
の
限
界
と
そ
の
超
克
」『
ヴ
ァ
レ
リ
イ
の
藝
術
哲

學
』（
一
九
五
一
年
）﹇『
田
邊
元
全
集　

第
十
三
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
年
、

九
二―

九
六
頁
﹈

　

以
上
で
私
は
、
ヴ
ァ
レ
リ
イ
の
詩
『
若
き
パ
ル
ク
』
の
全
體
を
、
解
釈
し
つ
つ
飜

譯
し
終
っ
た
。
初
は
解
釈
を
主
と
し
て
、
そ
の
引
證
に
詩
句
の
拔
萃
飜
譯
を
添
へ
る

豫
定
で
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
實
際
に
當
つ
て
見
る
と
、
象
徴
詩
の
抄
譯
引
證
と
い
ふ

こ
と
が
、
た
う
て
い
不
可
能
な
る
こ
と
を
悟
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
い
ふ

の
は
、
全
體
か
ら
切
離
し
て
部
分
を
拔
き
出
せ
ば
、
も
は
や
象
徴
の
性
格
は
喪
失
せ

ら
れ
て
、
單
な
る
記
號
に
過
ぎ
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
記
號
は
い
は
ば
有
の
有
化

に
止
ま
り
、
無
の
有
化
た
る
象
徴
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
無
の
有
化
と
し
て
の
象
徴

が
成
立
す
る
の
に
は
、
か
へ
つ
て
そ
の
反
對
な
る
有
の
無
化
と
い
ふ
べ
き
、
ニ
律
背

反
的
矛
盾
に
由
來
す
る
有
の
沒
落
過
程
が
、
そ
れ
を
媒
介
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
こ
の
や
う
な
交
互
的
媒
介
の
轉
換
的
統
一
が
、
自
己
還
歸
的
全
體
と
し
て
、
部

分
を
無
の
有
化
た
ら
し
め
る
に
よ
り
、
こ
れ
が
象
徴
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
媒
介

を
抽
象
し
て
し
ま
へ
ば
、
象
徴
の
象
徴
性
は
見
失
は
れ
る
外
な
い
。
象
徴
詩
の
拔
萃

と
い
ふ
こ
と
が
不
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ゆ
ゑ
ん
で
あ
る
。
こ
れ
に
氣
附
い
た
私

は
、
遂
に
意
を
決
し
て
全
體
を
飜
譯
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
…
…
そ
の

後
菱
山
修
三
氏
の
譯
の
あ
る
こ
と
を
友
人
か
ら
知
ら
さ
れ
た
の
で
、
こ
ん
ど
は
そ
れ

と
私
の
譯
と
を
對
照
し
て
見
た
。
さ
す
が
に
み
づ
か
ら
詩
人
で
あ
る
同
氏
の
譯
は
、

た
う
て
い
私
の
想
ひ
も
及
ば
な
い
適
切
雅
馴
な
譯
語
を
自
由
に
驅
使
し
て
あ
る
の
で
、

私
は
そ
の
ま
ま
こ
れ
を
借
用
し
て
私
自
身
の
譯
語
を
改
め
た
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
る
。

ま
た
佛
語
の
解
釈
そ
の
も
の
に
於
て
、
私
の
誤
謬
を
菱
山
氏
の
譯
に
よ
り
氣
附
か
せ

ら
れ
た
場
合
も
あ
つ
た
。
…
…
し
か
し
な
が
ら
、
飜
譯
は
同
時
に
詩
そ
の
も
の
の
解

釈
と
不
可
分
離
の
関
係
に
あ
る
。
た
と
ひ
私
が
、
今
述
べ
た
如
く
い
く
つ
か
の
場
合

に
於
て
、
菱
山
氏
の
譯
に
教
へ
ら
れ
て
私
自
身
の
譯
に
修
正
を
加
へ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
詩
全
體
に
對
す
る
私
の
解
釈
に
牴
觸
し
な
い
範
圍
内
で
の
こ
と
で
あ
る
の
は

い
ふ
ま
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
で
全
體
の
解
釈
に
於
て
は
、
菱
山
氏
と
私
と
は
か
な
り
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上
原
麻
有
子

に
相
違
す
る
。
氏
の
譯
詩
中
に
は
、
私
に
と
つ
て
意
味
の
不
可
解
な
る
箇
所
が
い
く

つ
か
あ
つ
た
。
ま
た
詩
全
體
の
脈
絡
に
於
て
、
私
に
は
私
自
身
の
解
釈
が
、
そ
れ
を

一
層
正
確
明
瞭
に
把
握
せ
し
め
る
と
信
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
な
く
も
な
か
つ
た
。

と
に
か
く
私
の
譯
は
そ
の
成
立
上
當
然
の
事
な
が
ら
、
菱
山
氏
の
譯
と
は
全
然
別
箇

の
も
の
で
あ
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
私
は
、
同
氏
の
譯
の
外
に
私
の
拙
い
譯
も
、

一
慶
存
在
を
要
求
し
得
る
か
と
思
つ
て
こ
れ
を
公
に
す
る
の
で
あ
る
。
…
…

　

そ
も
そ
も
象
徴
詩
が
、
ヴ
ァ
レ
リ
イ
自
身
の
解
し
た
如
く
、
言
葉
の
意
味
と
音
調

と
の
對
立
の
統
一
を
、
音
調
の
諧
和
の
た
め
に
意
味
の
明
確
を
犠
牲
に
し
て
も
追
求

す
る
と
こ
ろ
の
精
神
の
作
業
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
言
葉
の
音
調
の
固
有
地
盤
な

る
夫
々
の
國
語
か
ら
解
き
離
し
て
、
同
一
共
通
の
意
味
だ
け
を
媒
介
と
な
し
、
一
國

語
に
於
て
作
ら
れ
た
象
徴
詩
を
他
國
語
に
移
す
い
は
ゆ
る
飜
譯
と
い
ふ
も
の
が
、
果

し
て
可
能
で
あ
る
と
思
惟
せ
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
か
。
も
と
よ
り
、
言
葉
の
音
調
を

全
く
異
に
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
象
徴
を
、
日
本
語
の
飜
譯
に
於
て
維
持
す
る
と
ふ
如

き
こ
と
は
、
た
う
て
い
で
き
な
い
相
談
で
あ
る
。
果
し
て
さ
う
だ
と
す
る
と
、
象
徴

の
移
植
は
、
音
調
の
感
覺
的
諧
和
の
面
に
於
て
行
は
れ
る
の
で
な
く
、
原
詩
に
於
て

こ
の
側
面
を
媒
介
に
し
て
展
開
せ
ら
れ
た
、「
有
の
無
化
、
即
、
無
の
有
化
」
と
い

ふ
辯
證
法
が
、
感
覺
的
表
象
を
媒
介
に
し
て
他
國
語
に
移
植
せ
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
、

象
徴
詩
の
飜
譯
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
と
い
は
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
の
際
原
詩
の

音
調
が
象
徴
の
形
成
に
指
導
性
を
も
つ
と
い
ふ
事
態
が
、
飜
譯
に
於
て
維
持
せ
ら
れ

る
こ
と
は
、
例
へ
ば
佛
語
と
英
語
と
の
間
に
於
け
る
如
き
言
語
の
系
統
的
親
近
が
存

す
る
場
合
に
限
る
の
で
あ
つ
て
、
佛
語
と
日
本
語
と
の
間
な
ど
に
期
待
せ
ら
れ
る
筈

の
も
の
で
は
な
い
。
日
本
語
の
譯
詩
が
、
若
し
象
徴
の
音
調
的
諧
和
の
側
面
を
發
揮

す
る
こ
と
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
も
は
や
原
詩
の
同
じ
側
面
の
維
持
な
い

し
移
植
で
は
な
く
し
て
、
全
く
日
本
語
自
身
の
立
場
か
ら
の
創
造
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
で
あ
ら
う
。
舊
く
は
上
田
敏
氏
の
『
海
潮
音
』
か
ら
、
近
く
は
鈴
木
信
太
郎
氏
の

『
近
代
佛
蘭
西
象
徴
詩
抄
』
に
至
る
譯
業
は
、
こ
の
意
味
に
於
て
尊
敬
す
べ
き
創
造

に
外
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
、
飜
譯
即
創
造
と
い
は
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。
ド
イ
ツ
語
でN

achdichtung

と
い
ふ
の
は
そ
の
意
味
で
あ
ら
う
。

　

さ
て
こ
の
や
う
な
解
釈
と
飜
譯
と
は
、
そ
の
係
は
る
も
の
が
象
徴
で
あ
る
以
上
は
、

必
然
に
無
の
地
盤
に
於
て
行
は
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
決
し
て
單
に
一
國
語
に
於
け
る

有
の
表
現
を
、
他
國
語
に
於
け
る
そ
れ
の
表
現
に
移
す
と
こ
ろ
の
、
散
文
の
飜
譯
と

同
じ
や
う
に
考
へ
る
こ
と
は
で
き
な
い
筈
で
あ
る
。
無
は
決
し
て
有
の
如
く
既
成
的

存
在
と
し
て
客
観
的
に
思
惟
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
た
だ
、
有
の
自
同

的
存
在
性
が
、
そ
れ
の
含
む
二
律
背
反
的
矛
盾
性
に
よ
つ
て
崩
壊
に
齎
さ
れ
、
そ
の

沒
落
壞
滅
の
過
程
が
主
體
の
行
為
的
自
覚
に
顯
は
さ
れ
る
こ
と
に
於
て
成
立
す
る
の

で
あ
る
。
こ
の
自
覺
の
展
開
が
槪
念
の
自
己
否
定
的
運
動
に
即
し
て
行
は
れ
る
否
定

の
論
理
が
、
す
な
は
ち
辯
證
法
に
外
な
ら
な
い
。
從
つ
て
そ
れ
は
「
否
定
の
論
理
」

で
あ
る
と
同
時
に
、「
論
理
の
否
定
」
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
後
の
側
面
が

行
為
的
主
體
的
に
自
覺
せ
ら
れ
て
、
挫
折
即
突
破
の
超
越
作
用
に
よ
り
、
ふ
た
た
び

論
理
の
肯
定
に
轉
ぜ
ら
れ
、
い
は
ゆ
る
「
否
定
の
論
理
」
に
復
活
せ
し
め
ら
れ
る
の

が
、
辯
證
法
の
囘
歸
運
動
で
あ
る
。
象
徴
は
こ
の
槪
念
の
囘
歸
自
己
否
定
作
用
、
す

な
は
ち
「
有
の
無
化
、
即
、
無
の
有
化
」、
を
感
覺
的
表
象
に
結
晶
せ
し
め
る
も
の

に
外
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
内
容
は
、
決
し
て
直
接
な
る
表
象
そ
の

も
の
に
あ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
そ
の
自
己
否
定
即
自
己
肯
定
な
る
槪
念
の
辯
證
法

的
運
動
に
あ
る
の
で
あ
る
。
す
な
は
ち
表
象
の
客
觀
的
内
容
に
於
て
直
接
に
象
徴
性

が
成
立
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
そ
の
槪
念
的
思
惟
が
二
律
背
反
の
結
果
、「
論
理

の
否
定
」
に
陷
り
、
し
か
も
却
て
そ
れ
が
「
否
定
の
論
理
」
に
轉
換
復
活
せ
ら
る
る

辯
證
法
の
、
主
體
的
自
覺
に
於
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
象
徴
詩
の
飜
譯
に

對
し
て
辯
證
法
の
有
す
べ
き
獨
特
な
る
意
味
が
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
無
の
有
化
と

し
て
の
象
徴
は
、
直
接
に
有
の
表
象
そ
の
も
の
に
成
立
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
有
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の
無
化
な
る
辯
證
法
に
媒
介
せ
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
以
上
は
、
辯
證
法
を

離
れ
て
象
徴
の
成
立
は
自
覺
せ
ら
れ
る
筈
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
單
な
る
有
と
し
て

の
表
象
を
、
語
の
媒
介
に
よ
り
、
一
國
語
か
ら
他
國
語
に
轉
移
せ
し
め
、
ま
た
そ
の

槪
念
的
思
惟
を
、
飽
く
ま
で
客
觀
的
基
體
の
同
一
性
に
依
據
す
る
も
の
と
し
て
、
必

然
的
客
觀
的
な
る
内
容
に
固
定
す
る
自
同
性
的
論
理
に
立
脚
せ
し
め
る
と
こ
ろ
の
散

文
飜
譯
の
場
合
に
は
、
全
く
認
め
ら
れ
な
い
辯
證
法
の
主
體
的
自
覺
が
、
無
の
上
に

成
立
す
る
象
徴
を
根
據
附
け
る
基
盤
と
し
て
、
そ
の
飜
譯
を
も
基
底
附
け
る
こ
と
は
、

當
然
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
に
よ
り
、
辯
證
法
が
象
徴
詩
の
飜
譯
に
對
し
て
發

揮
す
る
そ
の
獨
特
な
る
意
味
は
、
疑
を
容
れ
る
餘
地
の
無
い
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
。

三
木
清
（
一
八
九
七―

一
九
四
五
）

①『
ド
イ
ッ
チ
ェ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』（
一
九
三
〇
年
）﹇K
arl 
M
arx

／Friedrich 
Engels, D

ie deutsche Ideologie, 1845-1846

執
筆, D

aw
id Borissow

itsch 
Rjasanow

編, 1926

﹈

『
哲
學
と
は
何
か
』（
一
九
三
〇
年
）﹇W
ilhelm

 D
ilthey, “D

as W
esen der Phi-

losophie”

（1907

）・Edm
und H

usserl, Philosophie als strenge W
issen-

schaft

（1911

）・M
ax Scheler, V

om
 W
esen der Philosophie und der 

m
oralischen Bedingung des philosophischen E

rkennens

（1917

）; V
om
 

E
w
igen im

 M
enschen

（1917

）
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
、
戸
田
三
郎
、
坂
田
徳
男
と

の
共
訳
﹈

『
省
察
』（
一
九
四
八
年
）﹇René D

escartes, M
editationes de prim

a philoso-
phia, 1641

﹈

②

・「
輕
蔑
さ
れ
た
飜
譯
」（
一
九
三
一
年
）﹇『
三
木
清
全
集　

第
十
七
巻
』
岩
波
書
店
、

一
九
六
八
年
、
一
九
五―

一
九
九
頁
﹈

　

我
が
國
の
學
者
は
少
く
と
も
同
國
人
の
も
の
を
あ
ま
り
讀
ま
な
さ
過
ぎ
る
の
で
は

な
い
か
。

　

こ
れ
に
は
色
々
な
理
由
が
あ
ら
う
。
し
か
し
そ
の
一
つ
が
日
本
の
學
者
の
多
く
は

自
分
の
國
の
言
葉
を
愛
し
な
い
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
あ
る
の
は
確
か
な
や
う
に
見
え
る
。

言
葉
を
愛
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
者
に
好
い
文
章
の
書
け
る
筈
が
な
い
。
惡
文
、
拙

文
は
我
々
の
間
で
は
學
者
に
と
つ
て
當
然
な
こ
と
で
あ
る
と
思
は
れ
て
ゐ
る
。
…
…

然
る
に
若
し
言
葉
と
思
想
と
が
離
す
こ
と
の
で
き
ぬ
内
面
的
關
係
を
も
つ
て
ゐ
る
と

す
れ
ば
、
こ
の
や
う
な
事
實
は
、
少
く
と
も
一
面
に
於
い
て
は
我
が
國
の
學
者
に
自

分
自
身
の
思
想
を
求
め
、
形
作
ら
う
と
す
る
衝
動
と
熱
意
と
が
缺
け
て
ゐ
る
と
い
ふ

こ
と
の
證
左
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
…
…

　

…
…
ド
イ
ツ
哲
學
の
發
展
の
發
端
を
な
し
た
の
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
で
あ
つ
た
が
、

彼
は
そ
の
當
時
す
さ
ま
じ
い
勢
で
こ
の
國
へ
侵
入
し
て
來
た
フ
ラ
ン
ス
語
に
對
し
、

ま
た
傳
統
的
な
ラ
テ
ン
語
に
對
し
て
、
母
國
語
の
價
値
に
關
す
る
い
く
つ
か
の
文
書

を
書
い
て
ド
イ
ツ
人
に
警
告
し
、
ド
イ
ツ
語
を
ラ
テ
ン
語
に
代
へ
て
學
術
語
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
彼
は
ド
イ
ツ
語
で
哲
學
上
の
論
文
を
書
い
た
最
初
の

人
に
屬
し
て
ゐ
る
。
そ
の
ほ
か
、
彼
は
ロ
ー
マ
法
を
ド
イ
ツ
語
に
飜
譯
し
て
し
ま
ふ

こ
と
の
必
要
を
力
説
し
た
。
ま
た
ヘ
ー
ゲ
ル
が
自
分
の
思
想
を
出
來
る
だ
け
純
粋
な

ド
イ
ツ
語
で
表
現
す
る
こ
と
に
努
め
、
ラ
テ
ン
語
か
ら
來
た
言
葉
を
さ
へ
避
け
、
寧

ろ
俗
語
を
活
用
し
よ
う
と
し
た
の
は
有
名
な
事
實
で
あ
る
。
こ
の
や
う
に
し
て
、
全

く
ド
イ
ツ
固
有
な
言
葉
の
意
味
を
有
す
る
か
の
「
ガ
イ
ス
ト
」（
精
神
）
の
哲
學
が

完
成
さ
れ
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　

哲
學
者
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
も
そ
の
必
要
を
大
い
に
認
め
た
飜
譯
と
い
ふ
も
の
の
意
味

は
、
外
國
語
を
知
ら
な
い
者
に
そ
の
思
想
を
傳
達
す
る
こ
と
に
盡
き
る
の
で
は
な
い
。
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上
原
麻
有
子

思
想
と
言
葉
と
が
密
接
に
結
合
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
外
國
の
思
想
は
我
が

國
語
を
も
つ
て
表
現
さ
れ
る
と
き
、
既
に
も
は
や
單
に
外
國
の
思
想
で
は
な
く
な
つ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
意
味
の
轉
化
が
既
に
そ
こ
に
行
は
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
と
き
お
の

づ
か
ら
外
國
の
思
想
は
單
に
外
國
の
思
想
で
あ
る
こ
と
を
や
め
て
、
我
々
の
も
の
と

し
て
發
展
す
る
こ
と
の
出
來
る
一
般
的
な
基
礎
が
與
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
飜
譯
の

重
要
な
意
味
は
こ
こ
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
へ
る
な
ら
ば
、
飜
譯
で
も
の
を
讀
む

と
い
ふ
こ
と
は
學
問
す
る
者
に
と
つ
て
恥
辱
で
な
い
ば
か
り
か
、
必
要
で
さ
へ
あ
る

こ
と
が
分
る
。

　

支
那
や
日
本
に
於
け
る
佛
教
の
發
達
の
場
合
を
見
よ
。
こ
の
獨
自
な
發
達
は
原
典

で
は
な
く
、
却
つ
て
飜
譯
書
の
基
礎
の
上
に
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
或
ひ
は
ボ
エ
チ

ウ
ス
に
よ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
ラ
テ
ン
譯
が
中
世
の
ス
コ
ラ
哲
學
の
發
展
に
與
へ

た
影
響
、
或
ひ
は
聖
書
の
ル
ッ
テ
ル
譯
が
ド
イ
ツ
文
化
の
發
展
に
及
ぼ
し
た
影
響
な

ど
を
想
ひ
起
す
が
よ
い
。
何
で
も
原
書
で
讀
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ひ
込
ん
で
ゐ
る
こ

と
が
如
何
に
無
意
味
で
あ
る
か
が
分
る
で
あ
ら
う
。

　

然
る
に
日
本
の
學
者
の
多
く
は
何
故
か
そ
の
や
う
に
思
ひ
込
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。

彼
等
は
飜
譯
書
を
輕
蔑
す
る
こ
と
を
も
つ
て
學
者
の
誇
で
あ
る
か
の
や
う
に
考
へ
て

ゐ
る
。
な
る
ほ
ど
、
そ
の
や
う
な
飜
譯
も
、
飜
譯
た
る
の
性
質
上
、
不
正
確
、
不
精

密
を
免
れ
な
い
。
誤
譯
な
ど
も
多
い
。
し
か
し
こ
の
や
う
な
缺
點
は
語
學
者
や
註
釈

學
者
に
と
つ
て
は
最
も
重
大
な
性
質
の
も
の
で
あ
つ
て
、
自
分
で
考
へ
る
こ
と
を
本

當
に
知
つ
て
ゐ
る
者
に
と
つ
て
は
何
等
妨
害
と
な
ら
な
い
の
み
か
、
そ
の
や
う
な
不

正
確
、
不
精
密
、
誤
譯
か
ら
却
つ
て
面
白
い
獨
創
的
な
思
想
が
引
出
さ
れ
て
ゐ
る
場

合
さ
へ
あ
る
の
で
あ
る
。
…
…

　

私
は
固
よ
り
誤
譯
の
出
現
を
希
望
す
る
者
で
は
な
い
。
寧
ろ
正
反
對
で
あ
る
。
し

か
し
私
は
今
日
學
問
す
る
人
が
、
先
づ
も
つ
と
我
々
同
志
の
書
い
た
も
の
に
注
意
す

る
と
共
に
、
次
に
日
本
語
に
な
つ
た
飜
譯
書
を
も
つ
と
利
用
す
る
こ
と
を
希
望
せ
ず

に
は
ゐ
ら
れ
な
い
。
原
書
癖
に
と
ら
は
れ
て
飜
譯
物
を
輕
蔑
し
、
折
角
相
當
な
飜
譯

が
出
て
ゐ
る
の
に
讀
ま
な
い
で
損
を
し
て
ゐ
る
學
徒
も
多
い
。
ど
ん
な
も
の
で
も
原

書
で
讀
ま
う
と
し
て
ゐ
る
た
め
に
、
自
分
で
考
へ
る
餘
裕
を
奪
は
れ
て
ゐ
る
人
も
あ

る
。
な
ん
と
云
つ
て
も
飜
譯
な
ら
速
く
讀
め
る
、
そ
の
上
飜
譯
書
は
そ
の
内
容
の
要

領
を
摑
む
點
か
ら
云
つ
て
も
便
利
で
あ
る
。
原
書
癖
を
矯
正
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
得

ら
れ
る
利
益
は
想
像
さ
れ
る
よ
り
も
ず
つ
と
大
き
い
だ
ら
う
と
思
ふ
。
我
々
は
ま
だ

ま
だ
外
國
思
想
を
移
植
す
る
必
要
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
こ
と
と
原
書
癖
と
は
區

別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
飜
譯
書
は
學
者
以
外
の
者
の
讀
む
も
の
で
あ
る
か
の
や
う
に

考
へ
て
ゐ
る
偏
見
を
な
く
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
ふ
。

・「
哲
學
は
や
さ
し
く
で
き
な
い
か
」（
一
九
三
二
年
）﹇『
三
木
清
全
集　

第
一
巻
』

岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
、
四
八
〇―

四
八
一
頁
﹈

　

よ
く
云
は
れ
る
こ
と
は
、
現
在
の
日
本
の
哲
學
の
む
つ
か
し
い
の
は
、
そ
れ
が
西

洋
の
哲
學
の
模
倣
で
あ
り
、
飜
譯
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
さ
う
い
へ
ば
、
數
學
だ
つ
て
物
理
學
だ
つ
て
根
本
に
お
い
て
は
同
じ
こ
と
で
は

な
い
か
と
い
ふ
議
論
も
で
き
よ
う
。
哲
學
は
實
に
へ
ん
て
こ
な
言
葉
を
使
ふ
の
で
わ

か
ら
な
い
と
云
ふ
。
…
…
哲
學
上
の
種
々
な
る
術
語
も
少
し
勉
強
す
れ
ば
わ
か
る
筈

だ
。
か
う
し
て
哲
學
が
む
つ
か
し
い
と
一
般
に
云
は
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
根
本
に
お

い
て
何
か
別
の
意
味
で
語
ら
れ
て
を
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
哲
學
の
或
る
特
殊
性
に
關

係
し
て
ゐ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
哲
學
に
は
何
か
ほ
ん
た
う
に
模
倣
で
き

な
い
も
の
、
飜
譯
で
き
な
い
も
の
が
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
や
う
な
も
の
は
哲

學
の
理
論
的
要
素
で
は
な
く
、
寧
ろ
思
想
的
要
素
で
あ
ら
う
。
模
倣
や
飜
譯
の
で
き

な
い
も
の
を
模
倣
し
飜
譯
し
よ
う
と
す
る
か
ら
、
む
つ
か
し
く
な
り
、
わ
か
ら
な
く

な
る
の
で
あ
る
。
理
論
は
模
倣
さ
れ
飜
譯
さ
れ
て
も
わ
か
る
も
の
で
あ
る
（
そ
れ
が

ほ
ん
た
う
の
模
倣
、
ほ
ん
た
う
の
飜
譯
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な

い
）。
さ
う
で
な
い
の
は
思
想
で
あ
る
。
し
か
も
理
論
も
哲
學
に
お
い
て
は
思
想
と
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】
第
二
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二
〇
一
二
年

結
合
し
て
を
り
、
は
な
れ
ば
な
れ
の
も
の
で
な
い
。
か
く
し
て
哲
學
に
お
い
て
要
求

さ
れ
る
の
は
「
思
索
の
根
源
性
」
で
あ
る
と
云
は
れ
得
る
で
あ
ら
う
。

戸
坂
潤
（
一
九
〇
〇―

一
九
四
五
）

①「
意
思
の
自
由
」（
一
九
二
四
年
）﹇W

ilhelm
 W
indelband, Ü

ber W
illensfrei-

heit, 1904

﹈

「
自
然
哲
学
原
理
」（
一
九
三
一
年
）﹇Im

m
anuel 

K
ant, 

M
etaphysische 

A
nfangsgründe der N

aturw
issenschaft, 1786

﹈

②・「
三
木
清
氏
と
三
木
哲
学
」（
一
九
三
六
年
）﹇『
戸
坂
潤
の
哲
学
』
こ
ぶ
し
文
庫
、

二
〇
〇
一
年
、
六
三―

六
四
頁
﹈

　

独
創
家
で
な
い
か
ら
と
云
っ
て
、
併
し
思
想
家
の
恥
で
も
何
で
も
な
い
こ
と
は
、

云
う
ま
で
も
な
い
。
下
手
に
独
創
的
な
思
想
家
は
あ
ぶ
な
っ
か
し
い
も
の
だ
。
寧
ろ

勝
れ
た
解
釈
家
の
方
が
、
有
益
な
思
想
家
だ
ろ
う
。
解
釈
家
と
い
う
の
は
、
最
高
の

意
味
に
於
け
る
翻
訳
家
の
こ
と
で
あ
り
そ
し
て
こ
の
翻
訳
な
る
も
の
に
文
化
的
な
意

義
を
認
め
る
こ
と
を
、
世
間
は
全
く
知
ら
な
い
の
だ
。
世
界
的
文
化
の
大
で
あ
る
所

以
は
ま
ず
そ
れ
が
翻
訳
さ
れ
得
る

0

0

0

0

0

0

と
い
う
点
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
翻
訳
し
て
価

値
の
減
る
文
化
は
ロ
ク
な
文
化
で
は
な
い
の
だ
。
但
し
こ
こ
で
云
う
翻
訳
と
は
文
章

の
翻
訳
の
こ
と
で
は
な
く
し
て
文
化
の
翻
訳
の
こ
と
だ
。
例
え
ば
三
木
清
の
解
釈
家

た
る
所
以
に
通
じ
る
処
の
も
の
の
こ
と
だ
。

・「〔
付
一
〕
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
認
識
論
と
の
関
係
」『
認
識
論
と
は
何
か
』（
一
九

三
七
年
）﹇『
京
都
哲
学
撰
書　

第
10
巻　

戸
坂
潤　

科
学
と
文
学
の
架
橋
』
燈
影

舎
、
二
〇
〇
一
年
、
四
五
六―

四
五
九
頁
﹈

　

翻
訳
と
い
う
こ
と
が
や
は
り
一
種
の
文
化
運
搬
で
あ
ろ
う
。
翻
訳
と
ク
リ
テ
ィ
シ

ズ
ム
と
の
事
実
上
の
縁
故
に
つ
い
て
は
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
ご
く
卑

近
一
例
を
取
る
と
し
て
、
あ
る
外
国
の
古
典
的
価
値
の
あ
る
文
芸
作
品
を
翻
訳
す
る

と
す
る
。
と
た
ち
ま
ち
問
題
に
な
る
の
は
テ
キ
ス
ト
（
本
文
＝
原
文
）
で
あ
る
。

我
々
に
与
え
ら
れ
て
い
る
各
種
の
テ
キ
ス
ト
は
恐
ら
く
多
く
の
文
献
学
者
に
よ
っ
て

テ
キ
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
ク
（
本
文
批
評
）
さ
れ
た
も
の
だ
。
し
か
し
こ
の
際
、
こ
の

文
献
学
者
は
す
で
に
そ
れ
だ
け
批
評
作
家
で
あ
っ
た
の
だ
。
で
、
す
で
に
こ
の
批
評

の
成
果
か
ら
無
関
係
に
翻
訳
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
出
来
な
い
よ
う
に
出
来
て
い
る

の
だ
。
…
…
本
文
の
誤
植
（
？
）
は
翻
訳
者
に
と
っ
て
は
た
だ
の
誤
植
以
上
の
重
大

さ
を
有
つ
こ
と
は
察
す
る
に
難
く
な
い
。
少
な
く
と
も
原
文
の
誤
植
は
翻
訳
し
よ
う

と
す
る
時
の
重
大
な
躓
き
に
な
る
。
と
共
に
、
ま
た
翻
訳
に
よ
っ
て
誤
植
と
い
う
も

の
は
最
も
丁
寧
に
訂
正
さ
れ
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。

　

だ
が
翻
訳
と
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
の
縁
故
は
、
も
っ
と
論
理
的
な
本
質
の
も
の
だ
。

そ
れ
は
正
に
認
識
論
的
な
関
係
で
あ
る
。
翻
訳
は
言
語
的
作
品
を
外
国
語
に
よ
っ
て

再
生
す
る
こ
と
、
或
い
は
複
写
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
…
…
鷗
外
の
『
即
興
詩
人
』

は
複
写
の
「
モ
ナ
リ
ー
ザ
」
よ
り
も
、
そ
の
真
正

0

0

さ
（Echtheit

）
が
高
い
。
し
て

み
る
と
翻
訳
の
文
化
的
価
値
は
、
普
通
の
複
写
…
…
の
複
写
的
近
似
性
に
あ
る
よ
り

も
、
再
生
的
な
独
自
性
な
い
し
創
造
性
に
あ
る
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
翻
訳
を
妨
げ
不

可
能
に
さ
え
す
る
と
言
わ
れ
る
国
語
の
相
違
が
、
そ
う
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
や
距
離
が
、

か
え
っ
て
翻
訳
の
文
化
的
独
自
性
や
創
造
性
を
結
果
し
て
い
る
。
…
…

　

…
…
思
想
や
世
界
が
文
学
の
形
に
本
当
に
翻
訳
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
作
品
の

成
功
な
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
翻
訳
さ
れ
ず
に
そ
の
ま
ま

0

0

0

0―

生
の
ま
ま―

ノ
サ

ば
り
込
ん
で
来
る
か
ら
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
元
来
が
漢
代
の
儒
教
や
支
那
仏
教
の

も
の
で
あ
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
ば
、
近
代
社
会
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
へ
ま
で
翻
訳
す
る
労

を
取
ら
な
い
で
（
言
葉
を
翻
訳
し
て
も
駄
目
で
カ
テ
ゴ
リ
ー
体
系
が
現
す
思
想
を
近
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原
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有
子

代
的
に
翻
訳
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
）、
そ
の
ま
ま
現
代
へ
持
ち
込
む
こ
と
が
、
現

に
如
何
に
現
代
社
会
の
合
理
的
認
識
を
妨
げ
て
い
る
か
を
見
る
べ
き
だ
。
こ
れ
を
翻

訳
し
た
上
で
持
ち
込
む
な
ら
ば
、
そ
れ
は
東
洋
文
化
の
古
典
と
し
て
、
現
代
人
に
と

っ
て
文
献
学
的
に
絶
大
な
価
値
の
あ
る
文
化
財
と
な
り
得
る
。
翻
訳
の
労
を
取
る
か

取
ら
な
い
か
で
、
宝
石
も
瓦
礫
と
化
す
る
。
広
義
の
翻
訳
一
般
は
こ
う
し
た
一
種
の

論
理
学
的
機
能
で
あ
る
が
、
普
通
の
意
味
で
の
翻
訳
も
、
思
想
を
国
語
に
基
づ
く
特

殊
性
か
ら
解
放
し
、
宇
宙
的
な
世
界
理
性
に
よ
る
一
般
性
の
場
所
に
お
い
て
、
こ
れ

を
分
封
す
る
と
い
う
論
理
的
操
作
で
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
漢
籍
は
ロ
ー
ロ
ッ
パ

訳
の
方
が
示
唆
的
で
あ
っ
た
り
す
る
の
は
、
こ
こ
に
原
因
す
る
。
翻
訳
に
よ
っ
て
原

物
は
ほ
と
ん
ど
全
く
別
の
姿
に
変
わ
る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
換
骨
奪
胎
に
お
い
て

必
ず
も
の
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
再
生
さ
れ
得
ね
ば
な
ら
ぬ
。
も
し
そ
れ
が
原
則
的
に
不

可
能
だ
と
言
い
、
本
気
で
翻
訳
が
文
学
的
に
不
可
能
だ
と
い
う
な
ら
、
世
界
文
学
な

ど
と
い
う
も
の
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
帰
着
す
る
。
バ
イ
ブ
ル
は
ユ
ダ
ヤ
人

の
文
学
で
し
か
な
く
、
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
は
ド
イ
ツ
人
の
文
学
で
し
か
な

く
な
る
。
だ
が
新
約
は
か
え
っ
て
ギ
リ
シ
ア=

ロ
ー
マ
人
の
手
に
よ
っ
て
彼
ら
の
言

葉
で
書
か
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
…
…
実
を
言
う
と
、
世
界
文
学
は
翻
訳
に
よ

っ
て
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
。
逆
に
そ
れ
は
翻
訳
に
先
行
し
、
翻
訳
を
社
会
的
に

成
功
さ
せ
る
文
化
的
条
件
を
な
す
。
世
界
文
学
は
社
会
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
に
よ
っ
て
必
然
に
さ
れ
る
と
も
宣
言
さ
れ
て
い
る
。―

す
る
と
翻
訳
の
問
題
は

文
芸
に
つ
い
て
言
え
ば
、
根
本
的
に
世
界
文
学
の
問
題
で
あ
る
。
文
化
一
般
に
つ
い

て
は
そ
れ
は
世
界
文
化
の
問
題
で
あ
る
。
文
化
を
世
界
的
に
運
搬
媒
介
す
る
と
い
う

問
題
だ
。
す
る
と
こ
れ
は
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
大
同
小
異
の
本
質
を
備
え
て
い
る
と

言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
て
来
る
。
実
際
、
翻
訳
の
社
会
的
目
的
は
文
化
の
紹0

介0

で
あ
ろ
う
。
紹
介
を
少
し
具
体
的
に
や
ろ
う
と
す
れ
ば
、
い
や
で
も
批
評
へ
赴
か

ざ
る
を
得
な
い
。
で
つ
ま
り
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
な
る
も
の
は
、
諸
文
化
内
部
に
お
け

る
一
切
の
細
胞
間
の
、
広
義
に
お
け
る
翻
訳
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
い
わ

け
で
あ
る
。
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1
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野
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、「
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史
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文
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摂
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史
」
で
あ
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、
江
湖
山
恒
明
を
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「
翻
訳

文
が
力
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役
割
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果
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」（『
日
本
文
章
史
』、
河
出
書
房
、
一
九
五
六
年
）
と
し
、「
こ
の
点

で
従
来
の
文
学
史
は
翻
訳
の
役
割
を
過
小
評
価
し
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と
述
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る
。『
日
本
の
翻
訳
論

　―
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ン
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一
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頁
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（
2
）　

江
村
栄
一
「
幕
末
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の
憲
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本
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思
想
大
系
9　

憲
法
構
想
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岩
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書
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、

二
〇
〇
〇
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、
四
八
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四
八
九
頁
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憲
法
翻
訳
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け
る
主
語
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
柳
父
章

「
日
本
に
お
け
る
翻
訳
」
同
右
（『
日
本
の
翻
訳
論
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二
二―

二
五
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参
照
の
こ
と
。

（
3
）　

二
〇
世
紀
後
半
か
ら
西
洋
で
は
、
翻
訳
に
関
す
る
研
究
を
独
立
し
た
領
域
と
し
、
科
学
に
ま
で
高

め
よ
う
と
す
る
動
き
が
起
こ
り
、translation 

studies

、traductologie

、Ü
bersetzungsw

is-
senschaft

な
ど
と
命
名
さ
れ
た
。
翻
訳
、
翻
訳
者
に
ま
つ
わ
る
複
雑
な
問
題
を
扱
う
学
問
で
あ
る
。
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〇
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。
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る
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